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論文内容の要旨 
背景： 進行下部直腸癌に対する側方郭清は，機能温存と予後のバランスを考えれば，benefit が
得られる症例に選択的に行うことが理想的である．さらに下部直腸癌の直腸間膜内および側方リ
ンパ節に対する画像診断の Gold standard はなく，報告も少ない．この研究は、側方リンパ節転
移を大きさから予測することの妥当性について，摘出直後とプレパラート標本から有効な cut-off
値を設定し，直腸癌のリンパ節（直腸間膜リンパ節：以下 MRLN、内腸骨リンパ節：以下 IILN、
閉鎖リンパ節：以下OLN）の転移予測に size criteriaを使用できるかを明らかにするものである． 
 
方法，結果 
study-1 
術直後に、採取したリンパ節の生検体と、パラフィン包埋切片の大きさを比較し相関を検討した
（175 個のリンパ節）． 
結果：領域、長・短径にかかわらず，転移陽性リンパ節の縮小率は転移陰性より大きい（転移陰
性のリンパ節の方が、より縮小する）．そのため、転移陽性と陰性を分けて検討することとした．
転移の有無、長・短径、領域に関わらず生検体とパラフィン包埋切片に正の相関を認めた。 
study-2 
915 個すべてのパラフィン包埋切片リンパ節を対象とし，study-1 で求めた回帰直線に外挿し生体
内予測値を算定した． 
① 転移の有無別に長径、短径、長短径比を比較検討した． 
結果：長短径比において，転移陽性リンパ節では，領域間に有意差は認めなかったが，転移陰性
リンパ節では，MRLN に比べ IILN，OLN は有意に長短径比が大きかった．すなわち，転移陰性
の場合，MRLN は丸く，OLN は楕円形であった． 
②至適カットオフ値を求める． 
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結果：ROC では長・短径間の AUC に有意差は認めなかった．生体予測値に外挿した短径の至適
カットオフ値は，MRLN：6.2mm，IILN：5.0mm，OLN：4.8mm で，長径は MRLN：8.2mm，
IILN：6.8mm，OLN：6.7mm であった．長・短径に関わらず，specificity，accuracy，positive 
predict value(以下 PPV)は MRLN が最も高く，OLN が最も低かった． 
考察 
  今回の研究は以下の点を明らかにした．（１）リンパ節転移の有無は，パラフィン包埋切片上
のリンパ節の大きさ，つまり living body からの縮小率に有意に影響を与える．（２）転移陰性リ
ンパ節の形状については，3 領域で異なる．つまり，リンパ節の縦横比で判断する限り，MRLN
が最も小さく円形で、OLN が最も大きく細長い．（３）3 領域別に accuracy に関する最適のサイ
ズ基準を設定することは可能で，その基準として長径を用いても短径を用いても大差はない．（４）
PPVに関しては，MRLN領域や内腸骨動脈領域と異なり，閉鎖領域ではPPVが 10％未満と低い．
こういった知見は従来の報告にはほとんど見られず，側方リンパ節転移の存在を考慮した下部直
腸癌の治療の strategy を構築するうえで，きわめて重要と思われる． 
 
 
 
